




















令和4年度　　指定管理者運営事業評価シート

1　評価対象施設

2　利用状況（目標と実績）

成果指標

利用件数（市内）
利用件数（市外）
実利用者数（市内）
実利用者数（市外）
延利用者数（市内）
延利用者数（市外）
施設使用料（市内）
施設使用料（市外）
実費弁償料（市内）
実費弁償料（市外）

3　指定管理業務にかかる収支状況

区分

収入計 Ａ

指定管理料

利用料収入 Ｃ

自主事業収入

その他

支出計 Ｂ

事業費

内、人件費 Ｄ

内、再委託料 Ｅ

自主事業費

Ａ-Ｂ

Ｃ/Ａ

Ｄ/Ｂ

Ｅ/Ｂ

・支出欄「Ｄ・Ｅ」は代表的な内訳を取り上げているため合計額とはならない。

・事業費は、該当年度及び過年度決算を記入する。また、右欄には、次年度予算を記載する。
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14,934,159 11,554,000

5,520,505 6,401,000

532,172 535,000

15,229,481

3,187,396

12,042,085

5,349,336

757,672

15,997,353 13,059,200

658,780

5,738,573

0

1,063,194 1,505,200

5,017,461

-60,450

1,570,000

2,323,500

0

アウトドア用品レンタル事業、バーベキュー食材販売事業、アウトドアイベント開催等

R3年度決算 R4年度決算 R5年度予算

15,997,353

9,600,000

13,493,500

9,600,000

260

R5目標 R5実績

件 214 235

単位 R3目標 R3実績 R4目標 R4実績

主な実施事業

指定期間3年のうち2年目

終了日

開始日 令和3年4月1日

令和6年3月31日

市民の健康づくりに寄与し、青少年の体力向上と情操の涵養を図り、自然に親しむ野外活
動を普及振興する。

公の施設の名称 赤穂市立野外活動センター

団体名：

所在地： 姫路市花田町一本松字牛塚1-1

神姫バスグループ共同事業体

所在地　

指定管理者 指定期間

選定方法

施設設置目的

公募・非公募

赤穂市御崎708番地1

評価実施年

事業収入

利用料比率

人件費率

再委託費比率

補足説明

e
円 450,000 465,000 480,000
円 650,000 665,000 680,000

361,670
3,260

187,780
150,000

15,229,481

9,600,000

672,470

d
円 0 0 0
円 380,000 394,000 410,000

0
307,540

0
321,000

7,100
人 2,640 2,830 3,030

c
人 7,000 7,480 8,010
人 3,000 3,210 3,4403,769 4,299

a
件 370 390 410614

614
3,257
2,037
4,604

644
670

4,297
2,256
5,573

b
人 6,200 6,630



評価項目 自己評価 所轄評価

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。 B B

必要な資格、経験を有する人員が確保されている。 B B

事業計画に即し、計画的に研修等を実施している。 B B

外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており適切である。 B B

外部委託業者に対して協定書等を遵守すているか。 B B

法令順守等 法令・条例に基づき、必要な点検、報告等を行っているか。 B B

個人情報保護に関する法令を遵守しているか。 B B

個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。 B B

情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされているか。 B B

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。 B B

業務日誌等を適切に整備、保管している。 B B

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。 B B

協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。 B B

市との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。 B B

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。 B B

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。 B B

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行った。 B B

財務状況 指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。 B B

総括 [業務の実施体制]に関する評価【標準18項目/本施設18項目】 B B

協定書等に従い、閉館日、閉館時間等を遵守している。 B B

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。 A A

利用許可、利用料金の徴収、減免、還付等の受付業務を適切に行っている。 B B

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。 B B

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。 A A

事業計画に即し、必須事業を実施している。 B B

施設の目的に沿った自主事業を実施している。 B B

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。 A A

仕様書等に従い、野外活動センターの維持管理を適切に行っている。 B B

仕様書等に従い、野外活動センターの施設や設備の保守管理を行っている。 B B

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。 B B

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。 B B

環境配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。 B B

広報活動 事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。 B B

要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。 B B

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。 B B

利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。 B B

利用者の利便性向上を図るため、自己評価を実施し、利用者等に公表している。 B B

提案事項 指定管理者の提案事項については、市と協議し、提案のとおり実施している。 A A

利用状況 利用者数、稼働率等は、目標に対し妥当な水準である。 B B

総括 「業務の内容・水準」に関する評価【標準20項目/本施設20項目】 B B

経理事務 専用の口座等を備え適切に経理事務を行っている。 B B

予算執行 収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。 B B

経費縮減 経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。 B B

収支状況 収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。 B B

総括 「経費の収支等」に関する評価【標準4項目/本施設4項目】 B B
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4　事業評価
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①
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＊評価基準

Ａ 優良

Ｂ 良好

Ｃ 要改善

Ａ 優良

Ｂ 良好

Ｃ 要改善

Ａ 優良

Ｂ 良好

Ｃ 要改善 自己評価、所轄評価の「総括」にＣが2つ以上含まれる。

協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

評価基準項目が全てB以上であり、かつＡが過半数である。

優良、要改善以外の評価

評価基準にＣが1割以上含まれる。

自己評価、所轄評価の「総括」にＣが含まれず、かつＡが過半数以上ある。

優良、要改善以外の評価

協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

総括

総合評価

B B

所見
（成果・課題等）

前年評価 総合評価

【自己評価】

自己評価・所管評価 基協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。

昨年度設置したドームテントの利用が引き続き好調のまま推移し、昨年以上の稼働率となり施設になくては
ならない設備となった。多数ご利用いただいているだけでなく、リピート利用も増加傾向にあり、施設にご
満足いただいているということが伺える結果となった。
コロナ禍による行動制限も緩和され、バーベキュー利用や談話室の利用も回復傾向だが、いずれも小規模グ
ループでの利用が回復しており、未だ団体での利用が低調のままであるため、小規模利用の増加を目標とし
たい。
多数ご利用いただいている中で、月に複数日の施設整備を設けたことにより、施設内の美観維持や設備改修
を行えたことにより、快適な施設環境を提供できる結果となった。

ドームテントやドッグランの設置等新たな試みで利用者の拡大に取り組んでおり市の魅力発信に
貢献している。
指定管理の最終年度を迎えるが、引き続きサービスの充実を図られたい。

【所管評価】


